
プロジェクトの概要
本拠点は、SDGs目標（3・9・14・15・17）を踏まえ、アフターコロナ

も視野に、世界規模でのワンヘルスの実現（ワンワールド・ワンヘルス）を
目指し、『「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会を実現』を
拠点ビジョンとして設定する。
世界的な課題である「健康長寿」や「自然環境問題」等に対応した３つ
のターゲット（健康な心／健康な体／健康な環境）を、国際動向や国
内・沖縄県内における現状等も踏まえ設定。各ターゲット固有の課題や相
互の関係性に着眼し、これら全てを20年後以降も持続的に守りつつ、各
々の更なる増進発展を図ることを目指す。
グローバルで多様なパートナーシップの下、スタートアップ大国イスラエルが

国家戦略に掲げる「バイオコンバージェンス」を基軸とした先端科学・学際
的アプローチによる５つの研究開発課題を実行し、課題解決や価値創出
の新たな方策（ディープテック・ソリューション）の提示を通じて人類や国
際社会の幸福を最大化する。
VCや海外パートナーも含めた「産学官金共創型グローバルプラットフォ
ーム」を基盤とした持続可能型マネジメントシステムを構築し、先端的・革
新的な研究開発を起点としたスタートアップ創出や投資促進等新たな価
値創出・社会実装等を先導する。
大学のミッションを踏まえ、OIST固有の強みである「先端性・学際性・国
際性」や沖縄の有する「地理的優位性・潜在力」を最大限に活かした取組
を戦略的に実行し、拠点ビジョンを実現する。
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拠点ビジョン： “ O n e  W o r l d   O n e  H e a l t h ”
「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会実現

◆WHOが提唱する「ワンヘルス・イニシアティブ」を踏まえ、世界的課題である「健康長寿」や「自然環境問題」等に対して
「バイオコンバージェンス※」を基軸とした先端・学際的アプローチにより、革新的ソリューション開発、社会実装を推進

※スタートアップ大国イスラエルが国家戦略に掲げる学際総合型の研究開発アプローチであり、バイオテクノロジーと情報技術、ナノテクノロジー、先端素材等
の技術との融合により、健康・農業・環境・エネルギー等社会の幅広い分野の課題解決を図るもの

◆OISTの「先端性・学際性・国際性」と沖縄の「地理的優位性・潜在力」を活かし、ベンチャーキャピタルや海外機関等も
参画した多様なパートナーシップを基盤に、「産学官金共創型グローバルプラットフォーム」を形成

◆内閣府「「強い沖縄経済」の実現に向けた西銘大臣ビジョン」をはじめ、沖縄県「新・沖縄21世紀ビジョン基本計画」や
恩納村「第２期ＳＤＧｓ未来都市計画」が掲げる関係施策について、本拠点が中核・牽引役となり実行

３ つ の タ ー ゲ ッ ト
３．健康な環境

（Healthy Environment）
１．健康な心

（Healthy Mind）
２．健康な体

（Healthy Body）
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「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会を実現するグローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点
学校法人沖縄科学技術大学院大学学園（OIST）

研究開発課題1 健康な心の維持・増進のための次世代型モニタリングシステム開発
中間目標１ 精神疾患等に関するモニタリングシステム開発（被験者情報等収集・メカニズム解析研究）（3年目）
ＰＯＣ達成目標 精神疾患等に関するモニタリングシステム開発に関する概念実証 （６年目）
中間目標２ 精神疾患等に関するモニタリングシステム開発（プロトタイプ制作・被験者臨床試験・検証・改善）（７年目））
最終目標 精神疾患等に関するモニタリングシステム開発（診断測定等関連製品・サービス等開発・活用・普及）（１０年目）

研究開発課題２ 「健康な体」の維持・増進のためのバイオ解析・AIロボット技術等の応用
中間目標１ サプリメント等ウェルビーイング関連製品・サービス開発（予防・検出に関する解析）（4年目）
ＰＯＣ達成目標１ サプリメント等ウェルビーイング関連製品・サービス開発に関する概念実証（８年目）
最終目標１ サプリメント等ウェルビーイング関連製品・サービス開発（試作・市場評価・検証・事業化検討・普及）（９年目）
中間目標２ AI・ロボット技術を活用したラボラトリーオートメーションシステム開発（プロトタイプ制作・検証・改善）（３年目）
ＰＯＣ達成目標 AI・ロボット技術を活用したラボラトリーオートメーションシステム開発に関する概念実証 （６年目）
最終目標２ AI・ロボット技術を活用したラボラトリーオートメーションシステム開発（本格稼働・活用・普及）（８年目）

研究開発課題３ 「健康な体」の維持・増進のための環境モニタリング研究開発
中間目標１ AI・ドローン技術等を活用した環境モニタリングシステム開発（試行・検証・改善）（５年目）
ＰＯＣ達成目標１ AI・ドローン技術等を活用した環境モニタリングシステム開発に関する概念実証 （６年目）
最終目標１ AI・ドローン技術等を活用した環境モニタリングシステム開発（本格稼働・広域調査・マッピング制作）（１０年目）
中間目標２ 環境モニタリング等研究成果を活用した観光・教育等コンテンツ開発（プロトタイプ制作・検証・改善）（５年目）
ＰＯＣ達成目標２ 環境モニタリング等研究成果を活用した観光・教育等コンテンツ開発に関する概念実証（６年目）
最終目標２ 環境モニタリング等研究成果を活用した観光・教育等コンテンツ開発（市場評価・検証・事業化検討・普及）（９年目）

研究開発課題４ 「バイオコンバージェンス共創システム」の開発・データの統合・解析・活用
中間目標１ バイオコンバージェンス研究開発産学官共創システム開発（環境・体制整備、研究成果データ統合・モデリング試行）（４年目）
ＰＯＣ達成目標１ バイオコンバージェンス研究開発産学官共創システム開発に関する概念実証（７年目）
最終目標 バイオコンバージェンス研究開発産学官共創システム開発（共創プロジェクト創出、シミュレーション開発・活用）（９年目）

研究開発課題５ 「スタートアップ・アクセラレーター」による事業化プラットフォームの開発
中間目標 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発（体制基盤整備）（５年目）
ＰＯＣ達成目標 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発に関する概念実証（６年目）
最終目標 バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発（新規創出拡充・投資拡充・海外展開）（１０年目）

■研究開発課題
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年度研究開発課題1 「健康な心」の維持・増進のための次世代型モニタリングシステム開発
2024年精神疾患等に関するモニタリングシステム開発（被験者情報等収集・メカニズム解析研究）中間目標1－①
2027年精神疾患等に関するモニタリングシステム開発に関する概念実証ＰＯＣ達成目標①
2028年精神疾患等に関するモニタリングシステム開発（プロトタイプ制作・被験者臨床試験・検証・改善）中間目標1－②
2031年精神疾患等に関するモニタリングシステム開発（診断測定等関連製品・サービス等開発・活用・普及）最終目標1

年度研究開発課題２ 「健康な体」の維持・増進のためのバイオ解析・AIロボット技術等の応用
2025年サプリメント等ウェルビーイング関連製品・サービス開発（予防・検出に関する解析）中間目標5－①
2028年サプリメント等ウェルビーイング関連製品・サービス開発に関する概念実証ＰＯＣ達成目標②
2030年サプリメント等ウェルビーイング関連製品・サービス開発（試作・市場評価・検証・事業化検討・普及）最終目標5
2024年AI・ロボット技術を活用したラボラトリーオートメーションシステム開発（プロトタイプ制作・検証・改善）中間目標4－①
2027年AI・ロボット技術を活用したラボラトリーオートメーションシステム開発に関する概念実証ＰＯＣ達成目標③
2029年AI・ロボット技術を活用したラボラトリーオートメーションシステム開発（本格稼働・活用・普及）最終目標4

年度研究開発課題３ 「健康な環境」の維持・増進のための環境モニタリング研究開発
2026年AI・ドローン技術等を活用した環境モニタリングシステム開発（試行・検証・改善）中間目標6－①
2027年AI・ドローン技術等を活用した環境モニタリングシステム開発に関する概念実証ＰＯＣ達成目標④
2031年AI・ドローン技術等を活用した環境モニタリングシステム開発（本格稼働・広域調査・マッピング制作）最終目標6
2026年環境モニタリング等研究成果を活用した観光・教育等コンテンツ開発（プロトタイプ制作・検証・改善）中間目標7－①
2027年環境モニタリング等研究成果を活用した観光・教育等コンテンツ開発に関する概念実証ＰＯＣ達成目標⑤
2030年環境モニタリング等研究成果を活用した観光・教育等コンテンツ開発（市場評価・検証・事業化検討・普及）最終目標7

年度研究開発課題４ 「バイオコンバージェンス共創システム」の開発・データの統合・解析・活用
2025年バイオコンバージェンス研究開発産学官共創システム開発（環境・体制整備、研究成果データ統合・モデリング試行）中間目標2－①
2028年バイオコンバージェンス研究開発産学官共創システム開発に関する概念実証ＰＯＣ達成目標⑥
2030年バイオコンバージェンス研究開発産学官共創システム開発（共創プロジェクト創出、シミュレーション開発・活用）最終目標2

年度研究開発課題５ 「スタートアップ・アクセラレーター」による事業化プラットフォームの開発
2026年バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発（体制基盤整備）中間目標3－①
2027年バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発に関する概念実証ＰＯＣ達成目標⑦
2031年バイオコンバージェンス研究成果を活かした関連スタートアップ創出システム開発（新規創出拡充・投資拡充・海外展開）最終目標3

拠点名称：「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会を実現するグローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点
代表機関：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園
プロジェクトリーダー：北野 宏明 (アジャンクト教授)
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体制
（分担）

研究開発
課題

1．「健康な心」
の維持・増進の
ための次世代型
モニタリングシス
テムの開発

2．「健康な体」
の維持・増進の
ためのバイオ解
析・AIロボット技
術等の応用

3．「健康な環
境」の維持・増
進のための環境
モニタリング研究
開発

４．「バイオコン
バージェンス共
創システム」の開
発・データの統
合・解析・活用

５．「スタート
アップ・アクセラ
レーター」による
事業化プラット
フォームの開発

タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
「
健
康
な
心
」

の
実
現

タ
ー
ゲ
ッ
ト
２
「
健
康
な
体
」

の
実
現

タ
ー
ゲ
ッ
ト
３
「
健
康
な
環
境
」

の
実
現

１－①：「心の健康」をモニタリングするウェアラ
ブルデバイスの開発
◆サントリー 連携
１－②：多様性を尊重した親子支援
１－③： OISTソニックラボ：「スマート・サウン
ド」の理解と応用による沖縄の自然文化遺産の
保護および人類の生活向上
◆東京大学：データ分析

２－①：「細胞の老化」を防止する仕組みの解明・
サプリメント開発
◆サントリー連携
２－②：マルチオミクスとマイクロバイオームデータ
を用いた「多国間ディープフェノタイピング」
◆コランダム・システム・バイオロジー：全自動化ラボ共同
開発
◆ワイツマン科学研究所・メルボルン大学：ヒトマルチオミ
クスに関する共同研究
２－③：小型ラボオンチップデバイスによる精密診
断と環境モニタリング
◆Sensip dx：デバイス開発での共同研究
２－④：ALSのバイオマーカーに基づく診断ツールの開
発

３－①：「ゲノミクス解析・海洋環境モニタリング」
を通じた環境資源の保存・活用
◆琉球大学、ハワイ大学等：サンゴ等海洋生態に関す
る共同研究
◆NTTドコモ：AIﾄﾞﾛｰﾝ等による共同研究
◆ハイアット、座間味村観光協会：海洋フィールド提供、
観光コンテンツ開発
◆恩納村：フィールド提供
３－②：「陸上環境のリアルタイムモニタリング」を
通じた環境資源の保存・活用
◆NTTドコモ：モニタリング協力
◆沖縄県、沖縄市等：フィールド提供等

４－①：「バイオコンバージェンス産学官金共創シ
ステム(共創ラボ)」の開発
◆コランダム・システム・バイオロジー、ソニーCSL：システム
共同開発
４－②：「 AI・複雑系アプローチ」によるデータ統
合・モデリング・解析・予測エンジンの開発
◆ソニーCSL：データ統合・活用・シミュレーション開発等
に関する共同研究

５－①：「海外投資家・起業家招聘促進」等を通じ
たハイブリッドなスタートアップ創出モデル開発
◆ライフタイムベンチャーズ、コランダムシステムバイオロジー、
AION Labs、、沖縄県産業振興公社、沖縄県等：ハン
ズオン等起業家支援プログラム開発に係る協力
５－②：「ビジネススクールとの連携」による国際起
業家育成・支援プログラム開発
◆一橋大学、AION Labs等：起業家育成プログラム共
同開発

目
標
１
①

目
標
１
②

目
標
１
③

精神疾患等に関する
モニタリングシステム開発
（被験者情報等収集
・メカニズム解析研究）

精神疾患等に関する
モニタリングシステム開発
（プロトタイプ制作・被験者臨床
試験・検証・改善）

精神疾患等に関する
モニタリングシステム開発
（診断測定等関連製品
・サービス等開発
・活用・普及）

Ｐ
Ｏ
Ｃ
①

目
標
３
②

目
標
３
①

バイオコンバージェンス研究成果を活かし
た関連スタートアップ創出システム開発
（体制基盤整備）

バイオコンバージェンス研究成果を活かした
関連スタートアップ創出システム開発
（新規創出拡充・投資拡充・海外展開）

目
標
２
①

目
標
２
②

バイオコンバージェンス研究開発
産学官共創システム開発
（環境・体制整備、研究成果データ統合
・モデリング試行）

バイオコンバージェンス研究開発
産学官共創システム開発
（共創プロジェクト創出）

目
標
４
①

目
標
４
②

AI・ロボット技術を活用した
ラボラトリーオートメーション
システム開発（本格稼働・活用）

AI・ロボット技術を活用した
ラボラトリーオートメーション
システム開発（プロトタイプ
制作・検証・改善）

Ｐ
Ｏ
Ｃ
③

活用
・普及

目
標
５
①

目
標
５
②

サプリメント等ウェルビーイング
関連製品・サービス開発
（予防・検出に関する解析）

サプリメント等ウェルビーイング
関連製品・サービス開発
（試作・市場評価）

Ｐ
Ｏ
Ｃ
②

検証
・事業化検討
・普及

目
標
６
①

目
標
６
②

AI・ドローン技術等を活用した環境モニタリング
システム開発（試行・検証・改善）

AI・ドローン技術等を活用した
環境モニタリングシステム開発
（本格稼働・広域調査・マッピング制作）

Ｐ
Ｏ
Ｃ
④

目
標
７
①

目
標
７
②

環境モニタリング等研究成果を活用した
観光・教育等コンテンツ開発
（プロトタイプ制作・検証・改善）

環境モニタリング等研究成果を
活用した観光・教育等コンテンツ開発
（市場評価・検証・事業化検討・普及）

Ｐ
Ｏ
Ｃ
⑤

Ｐ
Ｏ
Ｃ
⑥

シミュレーション
開発・活用

Ｐ
Ｏ
Ｃ
⑦

拠点名称：「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会を実現するグローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点
代表機関：学校法人沖縄科学技術大学院大学学園
プロジェクトリーダー：北野 宏明 (アジャンクト教授)
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